Oscar Wilde 年譜
	1854

（0歳）
	10月16日、Oscar Fingal O'Flahertie Wills Wilde （オスカー・フィンガル・オフレアティ・ウィルズ・ワイルド）、次男として、アイルランド、ダブリン市ウェストランド・ロウ21番で誕生。

父親のサー・ウィリアム・ワイルド（当時39歳）は、ビクトリア女王の目の手術を施したほどの著名な目と耳の外科医。また、考古学者としても有名で、アイルランドの伝統などを綴った本も何冊か出している。女性面でもアクティブで、結婚以外で数人の子供を作った。1860年代に女性患者をクロロフィルムで気絶させ、暴行した容疑で訴訟事件になったこともある。

母親のジェーン・フランチェスカ・エルギー（当時28歳）は熱心なアイルランド愛国者であり、結婚前に「スペランザ」の筆名で政治声明を発表したり、反逆罪で逮捕されたこともある。結婚後はサロンを開いて街の人気者だった。

Oscar という名前の由来にはふたつの説がある。1つ目は、母ジェーンが敬愛していた、3世紀のアイルランド勇士で詩人の Ossian の息子の名前、Oscar からとったというもの。2つ目は、父ウィリアムが白内障の手術を施した当時のスウェーデン王 Oscar からとったというもの。Fingal は先に述べた Ossian の父親の名から取られた。O'Flahertie は父ウィリアムが別荘を持っていた地方の “ゴールウェイの獰猛なオフレアティ家” という言われから取られたものらしい。Wills はワイルド家に代々伝わるファミリーネーム。

オスカーには、兄ウィリアム・ウィルズ・ワイルド（1853～1896）と妹イゾラ・フランチェスカ（1858～1867）がいた。

	1855
（1歳）
	6月　家族でメリオン・スクエア・ノース1番に引っ越す。

	1864
（10歳）
	兄と共にアイルランド北部のエニスキルンにあるポートラ・ロイヤル・スクールに入学。オスカーはゲームや喧嘩より花や夕暮れを好むような少年で、学校であまり人気者ではなかった。数学など科学系の教科は大嫌いで、詩やギリシア古典に興味を持つ。怠惰だと教師にもよく小言を言われていたが、最終学年の時に古典学賞であるポートラ・ゴールド・メダルをもらう。

	1867
（13歳）
	2月23日　妹イゾラの病死。当時12歳だったオスカーは、妹の髪を一房封筒に入れて、死ぬまでそれを手放さなかった。封筒にはオスカーの手書きで十字架などの絵がきれいに施され、“She is not dead but Sleepth.” （彼女は死んでない。眠ってるだけ。）と書かれている。

	1871
（17歳）
	ダブリンのトリニティ・カレッジに奨学金を得て入学する。兄のウィリーと寮の1階18号室をシェアする。後の裁判で激しく戦うことになる、エドワード・カーソンが同級にいた。

	1873
（19歳）
	6月　古典文学における奨学金（年間20ポンド）を得る。

	1874
（20歳）
	「ギリシア喜劇詩の断章」に関する卒論を書き、トリニティ・カレッジでは最高の古典学賞である、バークレー・ゴールド・メダルをもらう。
オックスフォード大学のモードリン・カレッジに奨学金（年間95ポンド）を得て入学する。派手な衣装で有名になる。友人の影響でカトリック教会に興味を持ち始める。この頃、おそらく売春婦にうつされて、梅毒にかかったと言われている。

	1875
（21歳）
	6月　夏休みにイタリアへ行き、ジェノア、ミラノ、トリノ、フィレンツェ、ベローナ、パデュア、ベニス、ローマを周り、初期の有名詩 “San Miniato” を書く。これは数年後に出版される。

	1876
（22歳）
	4月19日　父ウィリアムが亡くなり、母ジェーンがイギリスに越して来る。

	1877
（23歳）
	3月～4月　恩師マハフィ教授と2人の若者と共にギリシアを訪れる。1ヶ月も遅れてオックスフォードに戻り、45ポンドの罰金を取られる。しかし翌年、ワイルドの古典学生としての才能に感激して、大学は罰金を全額返す。

	1878
（24歳）
	6月10日　オックスフォード最終学年に、「ラヴェンナ」の詩で、校内の詩の最高栄誉賞であるニューディギット賞を得る。その詩は大学で本にされ、オスカーにとって始めての出版作品となる。
11月28日　学士号を取得し卒業。

	1879
（25歳）
	春　オックスフォードからロンドンに移り、大学時代の友人フランク・マイルズと共に、テムズ川を見下ろすソールズベリー・ストリート13番に部屋を借りる。

	1880
（26歳）
	2月　この頃までに、ロンドン社交界で異彩な（特に服装面で）人物として注目を集め、雑誌「パンチ」が彼をからかった記事を掲載する。
初めての戯曲「ヴェラ」を書くが、ロンドンでは上演されなかった。

	1881
（27歳）
	詩集がおそらく自費で出版される。財政が苦しくなってきたのでフランクと共に、タイト・ストリート3番の、より質素な部屋に移る。
12月24日　アメリカでの講演旅行に誘われ、リバプール港からアリゾナ号で出航。

	1882
（28歳）
	1月2日　ニューヨークに到着。12ヶ月かけてアメリカ・カナダの約70ヶ所を周り、社交界から、学生、鉱員にいたるまで講演をする。聴衆は彼のウィットや声や上品さに喜んで、講演は大成功だったが、批評家は冷たかった。

	1883
（29歳）
	1月　ロンドンに戻る。その後3ヶ月ほどパリで戯曲「パデュア公爵夫人」を、女優メアリー・アンダーソンのリクエストで書くが、彼女が出来上がりを気に入らなかったために、おじゃんになる。この時パリで、ビクトル・ユゴー、ゾラ、ドガ、といったフランス芸術家たちと親交を持つ。
5月　ロンドンに戻る。バークレー・ゴールド・メダルを質屋に出さねばならないほど財政が厳しい。
8月20日　再びアメリカへ渡り、ニューヨークのユニオン・スクウェア劇場での「ヴェラ」初公演に出席する。しかし公演は不評で、1週間で打ち切られる。オスカーはすぐにロンドンに戻り、1年間に及ぶ英国での講演巡業が始まる。
11月26日　ダブリン公演中に、おそらく1881年に知り合った、コンスタンス・メアリー・ロイドと婚約する。彼女はアイルランドの有名弁護士の娘で、彼女の祖母がオスカーをよく知っていた。

	1884
（30歳）
	5月29日　コンスタンスとセント・ジェームズ教会で結婚。5月～6月にハネムーンでパリとディエップに行く。

	1885
（31歳）
	1月　ワイルド夫妻はタイト・ストリート16番（現在は34番）に移り住む。
6月5日　長男シリルの誕生。 同年、ポール・モール・ガゼット（新聞）の書評家になる。

	1886
（32歳）
	生涯の友人となるロバート・ロス（当時17歳）に出会う。オスカーが初めて同性愛関係を結んだ人物と言われている。
11月3日　次男ヴィヴィアンの誕生。

	1887
（33歳）
	これから2年間、「The Woman's World」の編集者を務める。短編もいくつか発表する。

	1888
（34歳）
	「幸福な王子とその他の物語」という題名で、児童向けの童話集を出版。

	1890
（36歳）
	6月20日　「リッピンコット月刊誌」に「ドリアン・グレイの肖像」のオリジナル版が掲載される。この話は、1884年にオスカーがよく立ち寄っていた画家バジル・ワードのスタジオで、バジルがある美貌のモデルを描いていたのを見てアイデアを得た、と言われている。小説では、画家の名前がバジル・ホールワードになった。

	1891
（37歳）
	夏　結果的にオスカーの人生を大きく変えることになる、アルフレッド・ダグラス卿（愛称ボジー：当時22歳）と知り合う。オスカーの家で開かれたお茶会で、詩人ライオネル・ジョンソンがボジーを紹介したのがきっかけだった。ボジーの父クイーンズベリー侯爵は、ロンドン社交界で奇抜な衣装と異彩な発言で有名だったオスカーと息子の交際を、当初から快く思っていなかった。
同年、「ザクロの家」「アーサー・サヴィル卿の犯罪」「インテンションズ」「ドリアン・グレイの肖像」と、4つのまったく趣の異なる本が出版される。

	1892
（38歳）
	2月20日　「ウィンダミア卿夫人の扇」の初公演。
11月　“カフェ・ロイヤル”でボジーと昼食中に、クイーンズベリー侯爵を正式に紹介される。
同年、オスカーがフランス語で書き、後に英語に訳された戯曲「サロメ」のリハーサルが行われるが、聖書の登場人物の描写があることが当時の演劇ルールに反していたので、公演は取り止めになる。「サロメ」は翌年フランスで本として出版され、オスカー自身の英訳でロンドンでも出版される。

	1893
（39歳）
	1月　ボジー宛に、有名な “散文詩”的手紙” を書く。
3月　サヴォイ・ホテルでボジーと過ごすのを目撃される。
4月19日　ヘイマーケット劇場で「なんでもない女（A Woman of No Importance）」の上演があり、すぐに大成功をおさめる。しかしこの時点で、オスカーは英国よりフランスで人気が高く、同年の後半は家にいるよりフランスで過ごす方が多かった。
10月　セント・ジェームズ・プレースに部屋を借りる。（1894年3月まで）

	1894
（40歳
	4月1日　クイーンズベリー侯爵が息子ボジーに、オスカーとの付き合いをやめなければ勘当する、と脅す。
5月　ボジーとフィレンツェに旅行。同月、クイーンズベリー侯爵のたび重なる嫌がらせについてオスカーは弁護士に相談するが、とりあえず何の行動も起こさないことにする。
6月　クイーンズベリー侯爵がプロボクサーを引き連れて、突然タイト・ストリートのオスカーの家を訪れる。息子と手を切れと一方的に話すが、オスカーに追い出される。
10月　ボジーとブライトンへ。
12月　オスカーの「若者のためのフレーズと哲学」が載った、雑誌「カメレオン」の出版。この雑誌には同性愛をテーマにした小話や、ボジーの詩も載っていたため、後に物議をかもし出す。

	1895
（41歳）
	1月3日　「理想の夫」の初公演に英国皇太子が出席。皇室の人間が演劇を見に来ることはめったになかったが、皇太子はこれをとても気に入り、一言たりとも中身を変えるな、とまで言ったという。
2月14日　オスカーの最後にして最高のコメディ「真面目が肝心」の初公演。クイーンズベリー侯爵はこの夜の席を予約し、その席でひともんちゃく起こす計画を立てていたが、それを聞いた劇場支配人は彼の予約を取り消し、彼を建物の中に入れないようガードマンに言う。その夜クイーンズベリー侯爵は、ステージに投げ込むつもりで野菜の束を手に現れたが、劇場に入れずにそれをドアのところに置いて帰る。この頃オスカーの年収は3千ポンド近くで、人生の絶頂期にいた。
2月18日　クイーンズベリー侯爵が「男色者らしきオスカー・ワイルドへ」と書いたカードを、オスカー行きつけのアルブマーレ・クラブに残す。
2月28日　オスカーがそのカードを受け取る。
3月1日　ボジーにたきつけられて、クイーンズベリー侯爵の逮捕状を申請する。
3月2日　クイーンズベリー侯爵が名誉毀損の罪で逮捕される。
3月中旬～下旬　裁判が始まるまでオスカーとボジーはモンテ・カルロに旅行に行く。裁判の約1週間前に帰国し、2日前にオスカーは妻とボジーを連れて、セント・ジェームズ劇場の「真面目が肝心」を観に行く。
4月3日　クイーンズベリー侯爵の裁判が始まる。
4月5日　ボジーを証言台に立たせて父親と戦わせたくないと思ったオスカーは、訴訟を取り下げ、クイーンズベリー侯爵に無罪判決が下る。オスカーの友人は彼に国外逃亡を勧めるが、それに従わずに、ボジーが宿泊するスローン・ストリートのカドガン・ホテルに行く。同日夕方、クイーンズベリー侯爵の訴えによりオスカーが逮捕され、裁判が始まるまでホロウェイ拘置所に収容される。保釈は認められなかった。
4月6日　オスカーがボウ・ストリート警察裁判所で、1885年に施行された犯罪刑法改正条例第11条に反した同性愛行為の罪で告発される。
4月24日　タイト・ストリート16番のオスカーの家で、彼の所有物が競売にかけられる。
4月26日　オスカーの裁判が始まる。
5月1日　起訴状のいくつかの点で無罪が言い渡されるが、再び告発を受ける。
5月7日　5千ポンドで保釈される。
5月20日　オスカーの2回目の裁判が始まる。
5月25日　有罪判決が下り、過酷な重労働を伴う2年間の投獄が言い渡され、ペントンヴィル刑務所へ。
7月4日　ウォンズワース刑務所に移される。
11月12日　オスカーの破産宣告。
11月21日　レディング刑務所へ移される。その後オスカーは、刑の軽減を申し出る嘆願書を3回提出するが、まったく聞き入れられなかった。

	1896
（42歳）
	2月3日　オスカーの母の死。イタリアに滞在していた妻のコンスタンスが、オスカーの母の死を伝えに訪れる（オスカーは後に、死んだ母が牢屋に現れるのを見たと友人に語っている。）これが彼と妻との最後の面会になる。その後コンスタンスは子供たちの後見人を見つけ、家族そろって「ホランド（Holland）」という苗字に改名する。
パリで「サロメ」が上演されるという嬉しいニュースも伝わる。

	1897
（43歳）
	3月　ボジー宛ての手紙という形でオスカーが過去の行為を説明した「獄中記」を書き終える。1度に1枚しか紙の使用が許されなかったため、オスカーは執筆中に読み直すこともできなかった。
5月18日　オスカー出獄に対する騒動を避けるため、ペントンヴィル刑務所に移される。
5月19日　早朝に出獄。同日午後、大親友のロバート・ロスとレジナルド・ターナーが待つフランスに渡る。オスカーはその後、2度と英国に足を踏み入れることはなかった。フランスでは「セバスチャン・メルモス」という仮名を使い、まずディエップに2週間ほど滞在する。次にその東にある小さな村ベルナヴァルに移り、最も有名な詩「レディング牢獄の唄」の執筆に入る。
9月4日　ルアンでボジーと再会する。その後2人はナポリに行き別荘を借りて、約2ヶ月間共に生活する。

	1898
（44歳）
	2月14日　「レディング牢獄の唄」の出版。
4月7日　妻コンスタンスがジェノアで病死。
この年と次の年、オスカーはフランス、イタリア、スイスを転々とする。ボジーやロバート・ロスや他の友人が一緒のこともあったが、ほとんどひとりだったと言われている。

	1900
（46歳）
	この年に入ってから、断続的な頭痛がだんだんひどくなる。
5月　パリに戻り、ホテル・ダルザスに部屋を取る。
10月10日　ホテルの部屋で耳の手術を受ける。
11月30日　念願だったカトリック教会にようやく受け入れられた翌日のこの日、ホテル・ダルザスで大脳髄膜炎のために死亡する。3日後、ロバート・ロス、ボジー、レジナルド・ターナーが見守る中、バニュ墓地に埋葬される。

	1905
	2月23日　大幅に削除された「獄中記」が、ロバート・ロスによる序文つきで出版される。

	1909
	オスカー・ワイルドの遺体がペール・ラシェーズ・フランス国立墓地に移される。
11月　ロバート・ロスが所有していた「獄中記」原文が大英博物館に寄与される。その文中に記された存命中の人々の名誉を考えて、1960年まで公開しないことになる。

	1954
	10月16日　オスカーが住んでいたタイト・ストリート16番（現在は34番）にブルー・プラークが設置される。

	1960
	1月1日　大英博物館で「獄中記」の一般公開が始まる。


